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旅 人 と 平 和

聖職候補生　大森　明彦

《恵みに生かされて》

　

に
あ
る
人
で
し
た
。
そ
し
て
共
に
長

い
旅
路
の
平
安
を
祈
り
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
旅
の
人
が
ふ
ら
り
と
立
ち

寄
り
、
祈
り
に
加
わ
っ
て
く
れ
る
位

置
に
教
会
は
あ
り
ま
す
。
ま
る
で
高
尾

山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
く
か
の
よ

う
な
軽
い
装
い
で
遠
路
を
旅
す
る
人

と
の
出
会
い
に
、
今
の
こ
の
街
に
甲
州

街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史

が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　
歴
史
と
い
え
ば
、
い
つ
か
来
た
道
を

再
び
た
ど
り
つ
つ
あ
る
よ
う
な
国
内
外
の
情

勢
に
胸
を
痛
め
る
こ
と
の
多
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
平
和
の
主
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
を
堅
く
信
じ
、
日
々
平
和
を
求

め
祈
っ
て
い
ま
す
。
主
イ
エ
ス
が
語
ら
れ
た

愛
の
真
理
が
、
こ
の
地
域
に
、
こ
の
国
に
浸
透

し
ま
す
よ
う
に
。（

八
王
子
復
活
教
会
勤
務
）

 

八
王
子
復
活
教
会
に
配
属
と

な
っ
て
半
年
に
な
り
ま
す
。
毎
朝

７
時
半
に
「
朝
の
礼
拝
」
、
夕
方
４

時
に
「
夕
の
礼
拝
」
を
し
て
い
ま

す
。
教
会
の
一
隅
で
日
常
生
活
を

営
む
私
に
と
っ
て
は
、
祈
り
の
場

と
し
て
教
会
を
与
え
ら
れ
、
日
々

祈
り
を
重
ね
る
機
会
を
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
何
よ
り
の
恵
み

で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て

い
る
町
名
、
新
町
（
し
ん
ち
ょ
う
）

に
あ
る
復
活
教
会
は
、
Ｊ
Ｒ
線
、
京
王
線
の
駅

か
ら
も
ほ
ど
近
く
、
四
方
に
向
か
う
バ
ス
路

線
も
走
っ
て
い
て
、
交
通
に
恵
ま
れ
た
宣
教

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
半
年
の
間

に
、
徒
歩
で
旅
す
る
人
が
２
人
、
「
夕
の
礼

拝
」
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
１
人

は
東
京
か
ら
京
都
へ
の
旅
の
途
上
で
、
も
う

１
人
は
青
森
県
か
ら
山
口
県
へ
の
旅
の
途
上
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◇
10
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
日
曜
給
食
活

動
の
た
め
▽
教
役
者
緊
急
援
助
資
金

の
た
め
▽
月
島
聖
ル
カ
保
育
園
の
た

め
▽
こ
ど
も
の
た
め
の
ミ
ニ
ス
ト

リ
ー
の
働
き
の
た
め
▽
社
会
事
業
の

日(

特
定
25
）

《
信
施
奉
献
先
》
か
ら

　
こ
ど
も
の
た
め
の
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

  

各
教
会
に
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
宣

教
を
意
図
し
た
礼
拝
や
企
画
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。信
仰
と
生
活
委
員
会
で

は
そ
の
よ
う
な
各
個
教
会
で
の
取
り

組
み
を
結
び
つ
け
、情
報
の
交
換
、課

題
の
共
有
化
、協
働
事
業
の
模
索
な
ど

を
行
う
た
め
に
Ｓ
Ｓ（
日
曜
学
校
）連

絡
会
を
立
ち
上
げ
、そ
の
連
絡
員
を
各

教
会
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
連
絡
会
を
企
画
・
実

行
す
る
た
め
に
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
会

（
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
が
05
年
12
月
よ
り
活
動

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
の
成
果
と
し
て
今
年
は
、研
修
会

（
７
月
１
日
・
講
師
＝
尾
松
純
子
さ

ん
）
開
催
、「
こ
ど
も
に
ゅ
ー
す
」
発

行
（
年
３
回
）
等
が
あ
り
ま
す
。
今

月
お
献
げ
頂
く
信
施
は
、こ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
へ
の
宣
教
の
取
り
組

 今週・来 週 の予 定

１０月８日～２１日　

　８（日）聖霊降臨後第１８主日

主教巡回

神田キリスト教会

１０（火）銀座朝祷会

常置委員会

人権委員会（聖バルナバ）

１３（金）広報委員会

外濠Ｇ牧師協議会

 （聖テモテ）

１３（金）～１６（月）　

正平協オゥルリムの旅

１５（日）聖霊降臨後第１９主日

１６（月）財政委員会

１８（水）教役者レクイエム

正義と平和・運営委員会

聖職養成委員会

２０（金）山手Ｇ牧師協議会

　　　　 （聖十字）

常置委員会

信徒講座：教会改革の足跡

２１（土）信徒講座：聖公会の信仰と

生活　　　　　　（神田）

み
の
た
め
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
司
祭 

加
藤
俊
彦
）

▽
10
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

・
聖
パ
ウ
ロ
　
13
日
（
金
）
12
時
20

分
、
オ
ル
ガ
ン
＝
坂
戸
真
美

・
神
田
キ
リ
ス
ト
　
18
日
（
水
）
12

時
20
分
、
オ
ル
ガ
ン
＝
臼
井
真
奈

　
　
　
　
　
30
分
程
度
・
入
場
無
料

・
聖
テ
モ
テ
　
休
演

（こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
）
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  信仰と生活委員会主催 《秋の講座》

◇教会改革の足跡～キリスト教変貌の軌跡～◇
講師・竹内謙太郎司祭

毎月第３金曜 19 時～ 21 時・教区会館３Ｆ
① 10 月 20 日＝第１世紀、ユダヤ教からキリスト教の誕生
へ　② 11 月 17 日＝迫害を経つつキリスト教会の成立　③
12 月 15 日＝第 4 世紀、教会の変貌１　…計 10 回シリーズ

◇聖公会の信仰と生活◇
講師・西原廉太司祭

 各第３土曜 14 時～ 16 時・神田キリスト教会
① 10 月 21 日＝エキュメニカル対話の成果から
② 11 月 18 日＝アングリカニズムと公共性

◇聖書からのメッセージ◇
講師・雨宮　慧神父

　② 11 月 11 日（土）14 時～ 16 時・聖アンデレホール
 苦しみはどこから生まれ、どう対処すべきか

 ～イザヤ書「四つの僕の歌」その２～

  ＊各回参加費５００円（当日持参）

  ＊照会先＝教区宣教主事（電話＝０３-３４３３-０９８７）

  　＊申込先FAX＝０３-３４３３-８６７８（講座名を明記）

「
オ
ゥ
ル
リ
ム
の
旅
」
出
発

　
正
義
と
平
和
協
議
会
主
催
韓
国
研

修
旅
行
「
オ
ゥ
ル
リ
ム(

調
和
・
馴
染

む
こ
と
の
意)

の
旅
」
が
10
月
13
日

(

金)

～
16
日(

月)

、
実
施
さ
れ
る
。

参
加
者
は
田
光
信
幸
司
祭
（
同
運
営

委
員
）
を
団
長
に
21
名
（
内
教
役
者

５
人
）
。
大
韓
聖
公
会
ソ
ウ
ル
教
区

の
協
力
の
も
と
社
会
福
祉
・
司
牧
の

現
場
で
の
学
び
や
交
流
を
通
し
て
、

教
会
の
働
き
や
課
題
に
対
し
て
学
び

を
深
め
て
く
る
予
定
。

　
▽
大
森
聖
ア
グ
ネ
ス
教
会
で
は

10
月
15
日
（
日
）
正
午
か
ら
、
同
教
会

で
秋
の
講
演
会
を
開
催
す
る
。
講
師

は
植
松
功
さ
ん
（
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

教
会
信
徒
）
で
、
演
題
は
「
共
に
歌
う

単
純
な
祈
り
～
そ
の
安
ら
ぎ
と
冒
険

～
」。
聴
講
無
料
。
照
会
は
同
教
会
03

（
３
７
７
１
）３
４
５
９
ま
で
。
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《
今
、
こ
の
教
会
で
は･

･
･

》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
真 
光 

教 

会

　
当
教
会
の
日
曜
学
校
は
、
毎
主
日

10
数
名
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
て
い

る
。
特
色
は
、
分
級
で
の
勉
強
後
に

制
作
物
を
用
意
し
て
い
る
事
、
イ
ベ

ン
ト
や
行
事
の
折
に
、
父
母
の
参
加

協
力
が
得
ら
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

父
母
も
頻
繁
に
教
会
に
足
を
運
ん
で

く
れ
て
い
る
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か

昨
年
来
、
数
組
の
家
族
が
揃
っ
て
、

受
洗
堅
信
の
お
恵
み
に
与
か
っ
て
い

る
。
日
曜
学
校
を
通
し
て
神
の
家
族

が
増
え
る
事
は
、
神
様
の
御
心
で
あ

り
、
今
そ
こ
に
関
わ
る
事
が
出
来
る

事
に
当
教
会
の
皆
が
喜
び
を
感
じ
て

い
る
。
い
つ
ま
で
も
子
供
た
ち
の
声

が
あ
ふ
れ
る
教
会
で
あ
り
た
い
。
主

の
お
恵
み
に
感
謝
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
完
倉
英
子
）

【
学
び
と
働
き
か
ら
】
22

　 

聖
公
会
平
和
ネ
ッ
ト
発
足

　
９
月
22
日
、名
古
屋
聖
マ
ル
コ
教
会

で
「
聖
公
会
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

発
足
し
た
。
大
阪
、
京
都
、
中
部
、
東

京
教
区
な
ど
の
有
志
16
名
が
、趣
意
文

の
内
容
を
協
議
、
作
成
し
た
。

　
　「
私
た
ち
は
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
が
そ
の
い
の
ち
を
通
し
て
示
さ
れ
た

愛
と
正
義
に
も
と
づ
く
平
和
が
こ
の
世

界
に
実
現
す
る
こ
と
を
願
い
、互
い
に

祈
り
励
ま
し
行
動
す
る
た
め
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
連
な
り
ま
す
。こ
の
国
や
社

会
、そ
し
て
私
た
ち
の
教
会
を
も
呑
み

つ
く
そ
う
と
す
る
闇
の
力
に
対
し
て
、

次
の
こ
と
を
大
切
に
し
つ
つ
共
に
立
ち

向
か
い
ま
す
。［
い
ず
れ
も
要
旨
］

　
１ 

日
本
の
国
や
社
会
の
軍
事
化
、管

理
化
、
非
人
間
化
に
対
し
て
、
正
義
と

平
和
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

す
す
め
ま
す
。

　
２ 

個
々
の
考
え
や
活
動
を
大
切
に

し
つ
つ
よ
り
多
く
の
人
々
に
平
和
の
願

い
を
広
げ
る
た
め
、助
け
合
い
ま
す
。

　
３ 

願
い
を
同
じ
く
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
グ
ル
ー
プ
や
組
織
と
の
協
力
を
大
切

に
し
つ
つ
、
自
由
に
活
動
し
ま
す
。

　
４ 

『
日
本
聖
公
会
の
戦
争
責
任
に

関
す
る
宣
言
』
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
担
い
ま
す
。私
た
ち
は

キ
リ
ス
ト
信
仰
の
告
白
と
し
て
こ
の
働

き
に
加
わ
り
ま
す
」。
　

  

同
時
に
、賛
同
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
で
平
和
を
求
め
る
礼
拝
を
捧
げ
、青

年
た
ち
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど

提
案
も
あ
っ
た
。
照
会
・
入
会
連
絡
は

聖
パ
ウ
ロ
教
会 

李
民
洙
執
事
宛
に
。

　
　
聖
公
会
平
和
ネ
ッ
ト
・
東
京

　
　
共
同
代
表
　
　 

司
祭 

前
田
良
彦


